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大
森
市
長
に
な
っ
て
最
初

の
予
算
で
す
。
過
去
最
大
、

大
幅
に
建
設
事
業
が
増
え

る
（
普
通
建
設
事
業
費
は

38
・
７
%
増
）
予
算
で
す
。

○
　
財
政
中
期
計
画
の

公
表
を

　
大
型
事
業
や
市
有
施
設
耐

震
化
等
で
予
算
が
増
え
、
起

債
が
増
え
て
い
る
。
起
債
は

長
期
に
わ
た
り
返
済
す
る
の

で
、
中
長
期
の
財
政
見
通
し

が
必
要
だ
。

　
答
　
財
政
状
況
を
見
直
し

５
年
先
ま
で
明
ら
か
に
し
て

い
る
。
し
か
し
、
市
民
や
議

会
の
理
解
が
得
ら
れ
る
よ
う

に
検
討
す
る
。

○
　
人
間
ら
し
い
働
き

方
を

　
首
切
り
の
自
由
化
、
非
正

規
化
、
残
業
代
な
し
な
ど
の

労
働
法
制
の
一
層
の
緩
和

で
、
人
間
ら
し
く
働
け
な
く

な
っ
て
い
る
。
市
内
の
経
済

界
に
正
社
員
を
採
用
し
、
賃

金
を
上
げ
る
よ
う
に
働
き
か

け
て
も
ら
い
た
い
。
市
議
団

が
取
り
組
ん
で
い
る
「
雇
用

ア
ン
ケ
ー
ト
」
で
市
の
臨
時

職
員
は
手
取
り
11
〜
12
万
円

で
す
。
こ
れ
で
は
結
婚
も
子

育
て
も
で
き
な
い
。
官
製
ワ

ー
キ
ン
グ
プ
ア
を
な
く
す
べ

き
だ
。

　
答
　
賃
上
げ
は
労
使
間
で

決
ま
る
も
の
だ
。
臨
時
職
員

の
賃
金
は
地
域
の
状
況
を
見

て
判
断
を
す
る
。

○
　
国
民
健
康
保
険
料

　
岡
山
市
の
国
保
料
は
政
令

市
で
12
番
目
の
高
さ
だ
。
１

世
帯
当
た
り
の
基
準
所
得
は

13
番
目
だ
。
国
保
料
の
所
得

に
占
め
る
割
合
は
16
・
５
％

で
あ
り
、
岡
山
市
の
保
険
料

が
特
に
低
く
は
な
い
。
だ
か

ら
値
上
げ
を
す
べ
き
で
は
な

い
。

　
答
　
現
在
29
・
８
億
円
の

繰
り
入
れ
を
し
て
い
る
。
こ

の
ま
ま
推
移
す
れ
ば
60
億
円

２
月
議
会
で
、最
初
の
質
問
者
と
し
て

代
表
質
問
し
ま
し
た
。

の
赤
字
に
な
る
。
政
令
市
で

３
番
目
に
岡
山
市
の
一
人
当

た
り
医
療
費
が
高
い
。

○
　
保
育
園
増
設

　
保
留
児
が
９
０
０
人
も
い

る
。
何
園
増
や
す
の
か
。

　
答
　
８
園
増
や
し
、
５
０

０
人
受
け
入
れ
児
を
増
や

す
。○

　
子
ど
も
の
医
療
費

　
県
下
最
低
の
子
ど
も
の
医

療
費
無
償
の
拡
大
を
。

　
答
　
拡
充
の
必
要
性
は
認

め
て
い
る
。
無
償
化
す
る
か

ど
う
か
は
財
政
、
医
療
機
関
、

シ
ス
テ
ム
改
修
な
ど
を
考
慮

し
、
有
識
者
会
議
を
開
き
方

針
を
決
め
る
。

○
　
消
費
税
増
税

　
市
の
手
数
料
・
利
用
料
は

消
費
税
を
納
め
な
く
て
よ

い
、
転
嫁
を
や
め
る
こ
と
は

で
き
な
い
か
。

　
答
　
国
の
通
達
が
あ
る
の

で
転
嫁
す
る
。

○
　
医
療
費
窓
口
負
担

２
割

　
新
年
度
か
ら
70
歳
に
な
る

と
医
療
費
の
窓
口
負
担
が
１

割
か
ら
２
割
に
な
る
。
受
診

抑
制
で
重
症
化
す
る
恐
れ
が

あ
る
。
市
は
財
政
削
減
を
ど

の
く
ら
い
見
込
ん
で
い
る
の

か
。

　
答
　
70
歳
以
上
の
負
担
は

34
億
円
だ
。
２
割
負
担
に
な

る
と
市
の
負
担
は
変
わ
ら

ず
、
国
の
負
担
が
減
る
。

○
　
介
護
保
険

　
介
護
保
険
が
改
悪
さ
れ
、

軽
度
者
は
介
護
保
険
か
ら
切

り
離
し
、
地
域
総
合
支
援
事

業
に
す
る
検
討
が
さ
れ
て
い

る
。
ま
た
、
特
別
養
護
老
人

ホ
ー
ム
に
は
介
護
度
３
以
上

し
か
入
ら
せ
な
い
動
き
が
あ

る
。
何
人
が
該
当
す
る
か
。

　
答
　
要
支
援
１
は
４
、６

０
０
人
、
２
は
５
、０
０
０

人
、
う
ち
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
利

用
者
は
２
、５
０
０
人
。

　
在
宅
の
特
養
待
機
者
２
、

４
０
８
人
で
、
う
ち
要
介
護

度
１
は
４
３
３
人
・
２
は
６

９
９
人
。

○
　
競
争
教
育
と
学
力

テ
ス
ト

　「
学
び
の
共
同
体
」
い
く

つ
か
の
ま
ち
で
成
果
を
上
げ

て
い
る
。
岡
山
市
も
「
協
同

学
習
」
が
行
わ
れ
、
い
い
教

育
を
実
践
し
て
い
る
。
全
国

学
力
テ
ス
ト
は
過
度
に
競
争

を
あ
お
り
、
学
校
間
の
順
位

重
視
の
ゆ
が
ん
だ
教
育
に
な

る
。

　
答
　
共
同
の
学
び
は
い
い

面
が
あ
る
。
学
力
テ
ス
ト
は

参
加
し
、
結
果
の
公
表
は
学

校
の
格
差
づ
け
に
な
ら
な
い

よ
う
配
慮
し
て
行
う
。

○
　
市
民
美
術
展

　
昨
年
か
ら
始
ま
っ
た
市
民

美
術
展
の
評
価
は
。
地
域
公

民
館
発
表
作
品
も
応
募
さ
せ

た
ら
ど
う
か
。

　
答
　
応
募
が
減
っ
て
い

る
。
応
募
者
を
増
や
す
よ
う

広
報
を
強
化
す
る
。
公
民
館

作
品
の
応
募
は
検
討
す
る
。

○
　
校
庭
の
夜
間
照
明

　
ス
ポ
ー
ツ
施
設
の
充
実
の

た
め
、
学
校
園
庭
の
夜
間
照

明
、
硬
式
野
球
が
で
き
る
施

設
の
増
設
を
求
め
る
。

　
答
　
現
在
中
学
校
区
に
１

つ
の
夜
間
照
明
施
設
を
２
か

所
目
も
認
め
る
。
硬
式
野
球

が
で
き
る
施
設
の
方
向
性
を

示
す
。

○
　
中
心
市
街
地
回
遊

性
向
上

　
県
庁
通
り
、
西
川
筋
の
社

会
実
験
の
目
的
は
。

　
答
　「
人
優
先
の
ま
ち
づ

く
り
」
に
す
る
た
め
の
社
会

実
験
で
、
活
性
化
が
ど
の
よ

う
に
で
き
る
の
か
研
究
す
る

た
め
。
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○
日
生
産
廃
講
演
会

○
笹
が
瀬
高
層
マ
ン
シ
ョ
ン
着
工

　
兵
庫
県
赤
穂
市
に
２
０
４

万
㎥
の
管
理
型
処
分
場
計
画

が
持
ち
上
が
り
ま
し
た
。
海

の
す
ぐ
そ
ば
の
砕
石
場
跡
地

で
す
。
岡
山
県
境
の
す
ぐ
そ

ば
で
、
汚
染
水
が
流
れ
出
せ

ば
、
日
生
漁
協
の
養
殖
カ
キ

筏
に
被
害
が
出
る
と
こ
ろ
で

す
。
赤
穂
市
の
住
民
は
関
心

が
今
一
つ
盛
り
上
が
っ
て
い

ま
せ
ん
。
そ
れ
は
、
計
画
地

に
行
く
道
は
狭
く
通
行
す
る

の
に
は
支
障
が
出
ま
す
が
、

計
画
で
は
海
か
ら
船
で
直
接

陸
揚
げ
す
る
よ
う
で
す
の
で
、

被
害
は
海
の
漁
場
に
集
中
す

る
か
ら
で
す
。
２
月
15
日
、

赤
穂
市
で
反
対
運
動
を
起
こ

し
た
人
と
私
が
講
演
し
ま
し

た
。

　
14
階
建
て
マ
ン
シ
ョ
ン

計
画
に
笹
が
瀬
町
内
会
が

反
対
を
決
め
ま
し
た
。
し

か
し
、
業
者
は
地
元
と
の

話
し
合
い
に
応
じ
ず
、
工

事
に
着
手
し
ま
し
た
。
岡

山
市
が
地
元
か
ら
出
さ
れ

て
い
た
不
服
審
査
を
棄
却

し
た
た
め
、
「
建
設
を
考

え
る
会
」
は
東
京
の
A
D

R
に
審
査
請
求
す
る
予
定

で
す
。

○
市
政
報
告
会

　
２
月
６
日
、
津
高
公
民

館
で
市
政
報
告
会
を
開
き

ま
し
た
。
会
場
は
椅
子
が

足
ら
な
く
な
る
ほ
ど
の
盛

況
で
し
た
。
こ
の
ほ
か
、

議
会
が
終
わ
る
ご
と
に
日

本
共
産
党
市
議
団
は
各
区

ご
と
に
全
員
で
報
告
会
を

開
催
し
て
い
ま
す
。

○
下
関
産
廃
講
演
会

　
２
月
５
日
、
山
口
県
下
関

市
で
産
廃
処
分
場
建
設
反
対

で
裁
判
で
争
っ
て
い
る
「
日

野
川
流
域
産
廃
処
分
場
反
対

会
議
」
に
招
か
れ
て
御
津
虎

倉
産
廃
裁
判
に
つ
い
て
講
演

に
行
き
ま
し
た
。
こ
こ
で
は

建
設
業
者
が
下
関
市
内
の
建

設
を
一
度
は
あ
き
ら
め
た
が
、

場
所
を
す
ぐ
隣
の
美
祢
市
に

移
し
て
建
設
を
し
ま
し
た
。

日
野
川
の
元
の
計
画
地
よ
り

少
し
上
流
に
な
り
ま
す
。
し

か
し
、
開
設
か
ら
わ
ず
か
２

か
月
で
基
準
値
を
上
回
る
水

質
汚
染
を
引
き
起
こ
し
、
現

在
停
止
処
分
を
受
け
て
い
ま

す
。
住
民
は
廃
止
に
追
い
込

も
う
と
訴
訟
を
起
こ
し
、
現

在
広
島
高
裁
で
係
争
中
で
す
。

２
月
３
日
に
結
審
す
る
予
定

で
し
た
が
、
延
期
に
な
り
ま

し
た
。
御
津
虎
倉
の
判
決
が

影
響
し
た
の
で
は
な
い
か
と

思
い
ま
す
。

●
４
月
26
日
13
時
30
分
〜

　
高
松
公
民
館

　
市
議
５
人
が
そ
ろ
っ
て
報
告
し
ま
す
。

市
政
報
告
会
の
ご
案
内

○

　イ
オ
ン
モ
ー
ル
駐

車
場

　
平
均
滞
在
時
間
を
１
時
間

45
分
と
計
算
し
て
い
る
が
、

幕
張
で
は
ど
の
く
ら
い
滞
在

し
て
い
る
か
。
駐
車
場
は
２

５
０
０
台
で
は
不
足
し
、
周

辺
道
路
が
渋
滞
す
る
。

　
答
　
幕
張
は
モ
ノ
で
な
く

コ
ト
を
売
る
施
設
。
滞
在
時

間
は
平
均
３
〜
４
時
間
。
渋

滞
緩
和
の
た
め
、
右
折
レ
ー

ン
増
設
、
公
共
交
通
の
利
用

等
渋
滞
緩
和
を
協
議
し
て
い
る
。

○

　市
営
バ
ス
駐
車
場

　
団
体
が
利
用
す
る
駅
南
バ

ス
駐
車
場
の
ト
イ
レ
と
待
合

室
設
置
は
ど
う
な
っ
て
い
る
か
。

　
答
　
ト
イ
レ
を
増
設
、
洋

式
ト
イ
レ
を
新
設
し
た
。
待

合
室
を
移
設
す
る
。
女
性
ト

イ
レ
前
に
目
隠
し
板
を
設
置

す
る
。

○

　ノ
ン
ス
テ
ッ
プ
バ

ス
の
増
車

　
障
が
い
者
や
足
の
不
自
由

な
人
が
乗
り
や
す
い
ノ
ン
ス

テ
ッ
プ
バ
ス
の
大
幅
な
増
車

を
す
べ
き
。

　
答
　
路
線
バ
ス
は
総
数
３

２
７
台
で
そ
の
内
ノ
ン
ス
テ

ッ
プ
バ
ス
９
台
を
増
や
し
、

33
台
と
な
り
、
バ
ス
全
体
の

１
割
強
と
な
り
ま
す
。
ワ
ン

ス
テ
ッ
プ
バ
ス
は
１
０
１
台

で
す
。

○

　新
斎
場
は
地
元
理
解

が
得
ら
れ
て
い
な
い

　
馬
屋
上
学
区
、
富
吉
町
内

の
い
ず
れ
も
過
半
数
が
反
対

し
て
い
る
。
こ
れ
で
は
地
元

の
理
解
が
得
ら
れ
て
い
る
と

は
言
え
な
い
。

　
答
　
冨
吉
町
内
会
総
会
で

可
決
し
て
い
る
。
決
議
を
覆

し
た
と
（
町
内
会
長
か
ら
）

聞
い
て
い
な
い
。

　
馬
屋
上
学
区
の
全
戸
訪
問

は
、
挨
拶
と
斎
場
の
必
要
性
、

選
定
の
経
過
を
説
明
し
た
。

候
補
地
（
産
廃
処
分
場
跡
地
）

の
安
全
性
に
つ
い
て
一
定
の

理
解
を
得
た
と
思
っ
て
い

る
。
署
名
の
多
少
で
は
判
断

し
な
い
。
町
内
会
総
会
で
の

判
断
に
よ
る
。

産廃処分場について勉強する馬屋上の人たち

反対ののぼりが林立する笹が瀬町内津高公民館での市政報告会

下関での講演


